
平成22年度地区別市政懇談会意見・要望　上地区 平成22年8月26日

№ 質問内容 地区別市政懇談会における回答 現在の状況及び今後の対応等の補足 担当課

1
　新総合計画の実施にあたり、予算と大
きなかい離が出てくるのではないか、心
配である。

　意見として受け止めます。

　本市の現時点での財政見通しでは、平成23年
度からの5か年で約39億円の財源不足が見込ま
れています。
　したがって、新総合計画に各種施策･事業を盛
り込むにあたっては、事業内容を精査するととも
に、自主財源の確保と更なる行財政改革の実
行が必要であると考えています。

財政課

2

　それぞれの地区に職員を配置し、そ
の職員が村長になったつもりで、地区の
政策を実施していくような考えはある
か。

　地域コミュニティ活性化委員会で地区への職
員の配置やその活用の提言を頂いた。長期的
なものにはなるが、総合計画の中に取り込んで
いきたい。

　行政職員の地域への配置については、秦野市
地域コミュニティ活性化検討委員会から提言さ
れた「秦野市地域コミュニティ活性化に関する提
言」にも盛り込まれており、今後この提言内容に
ついて検討していきます。

市民自治
振興課

3

　上地区のバス路線が廃線となる。市
から湘南神奈交バスへ年間どのくらい
の助成金を出しているのか。また、バス
を小さくしてコスト削減をし、なるべく継
続できるような提案や話し合いは行わ
ないのか。

　現在２路線の年間コストは2,200万円で回収は
800万円、1400万円の赤字となっている。市で
500万円運行補助をしているが、抜本的な解決
ができないということで退出の表明となった。
　現在、上地区公共交通検討協議会を立ち上げ
ている。西地区で実験運行している乗り合いタク
シーは人数の面で混雑時に対応が難しい面が
あるが、事業者への働きかけ、新たな交通の確
保等、諸所の問題について一緒になって検討し
ていきたい。

　上地区交通確保検討協議会において、路線固
定型による10人乗りワゴン車を基本に既存バス
路線の代替と新たに柳川・八沢地区への導入に
向けて、運行ルートを検討している段階です。
　今後は運行ルートを決定し、地元や関係機関
等と調整して、平成23年度上期からの実証運行
を目指していきたいと考えております。

交通企画
担当

4

　総合計画とは、骨格としては基本的な
都市基盤整備の考え方。地域まちづくり
計画としては、地域の実現可能的なも
のを推進していこうという計画であると
いう解釈でよいか。

　地域まちづくり計画については、そうした理解
でよい。ここにあるのは素案であり、皆さんの意
見を頂いてこれから作り上げていくもの。

　　地域まちづくり計画については「地域まちづく
り計画策定会議」から提案された「計画案｣を基
本に、地域の個性を踏まえ市全体としての調和
も考慮しながら、作成しています。
　地域と行政がともに地域の将来像の実現に向
けて取り組む計画でありますので、市が主体で
実施する事業ではなく、地域と行政が協働して
できる取り組みを中心に考えています。

企画課
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5

　上地区の地域まちづくり計画の目標
設定・すすめる活動にある活動の指標
の一番目が四十八瀬川の景観なのは
おかしい。
　四十八瀬については西地区も一緒に
なってやるべきなのに西ではふれられ
ていないのもおかしい。

　活動の指標の順番については優先順位の優
劣は関係ない。ここに示したものは素案で皆さ
んの意見を聴いてこれからつくりあげていくも
の。主な取り組み、すすめる活動の例について
も意見を頂き変わっていくこともある。

　活動の指標の順番については、ご指摘のとお
り順番を入れ替えます。
　四十八瀬川については、西地区の地域まちづ
くり計画に「周辺河川の整備」という記述があり、
その中で四十八瀬川の整備が含まれています。

企画課

6
　新東名について。インター周辺のまち
作りの計画はどのようなものか示されて
いない。

　新東名については、施策大綱別計画に位置づ
ける。構想については、平成20年度より庁内で
検討している段階。しかるべき時期に皆さんの
意見を聞き作り上げていきたい。

　新東名高速道路のインターチェンジ周辺につ
いては地域経済の活性化や、観光振興等の効
果が期待されることから、現在、地域の特性や
土地利用上の課題を踏まえ庁内において将来
展望になった土地利用を検討しています。今後
は、学識者や外部の意見をお聴きしながら更に
検討を進めていきたいと考えています。

企画課

　ネクスコ中日本において、工事に伴い地下水
がどのような影響を及ぼすか調査を実施してい
ます。

国県事業
推進課

  高速道路建設により、不可避的な枯渇または
減水等の影響が出た場合、ネクスコ中日本に対
し、代替の取水場を求めていきます。

水道施設
課

7

　水について。柳川不動尊のところが新
東名の残土で埋められることについて
水源に問題はないのか説明して欲し
い。

　確かに水源のすぐ傍まで盛り土をしているが、
水源は埋めないので影響を与えないよう計画を
進めていくということを聞いている。事業の中で
影響が出た場合は当然補償対象となる。
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8

　公共施設再配置について。人口の面
で、上地区の経済性を考えてやると不
利なのではないか。幼稚園、小学校、公
民館などについて削減計画では考慮し
て欲しい。

　３割カットとあるのは量ではなく面積のこと。教
育施設は残すが、今後の計画の中で必ずしも全
てが残るわけではないので、大丈夫です、とは
言えない。
　しかし、全て費用対効果で一律地区ごとにカッ
トということではないので、カットするにしても機
能は残しつつ、十分に考え地域と一緒にやって
いく。納税者と施設利用者が同じテーブルで
オープンに話し合ってもらいたい。

　懇談会における回答と同じ
公共施設
再配置計
画担当

9
　新行革プランを市民税の増税や、借
入金なしでやっていけるのか。

　一切借入金なしで、ということは難しい。借入
金なしには再配置できない。次世代にもある程
度の負担はしていただく。

　懇談会における回答と同じ 財政課

10

　義務教育を最優先するということだ
が、少子化で余った教室を幼稚園や保
育園、公民館として利用することで、解
決できる問題もあるのではないか。

　ご提案のような工夫をしていく。今も学童や防
災備蓄倉庫に使っているところもある。基本的に
学校のみの用途ではなく、地域のための用途と
して考えていく。

　懇談会における回答と同じ
公共施設
再配置計
画担当
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　新たな財源確保策は重要な問題であり、参考
とさせていただきます。

行政経営
課

　懇談会における回答と同じ。 財政課

　参考意見とさせていただきます。
市民自治
振興課

12

　行政改革について。市に聞いたら、事
業仕分けなしでこの計画を作った、との
ことであった。それで本当に無駄を省け
るのか。

 行政評価という手法でやっているが、今年度は
公の場で事業仕分けをすることになった。15事
業について2日間行う。大学教授等の5名の評
価員で公開の場で行うことになっている。

　事業仕分けは、国等が実施する事業を短時間
で外部委員が必要性の判定を下す手法です。
　行財政改革プラン及び公共施設再配置計画
は将来にわたり持続可能な行政経営を行うため
の計画であり、計画づくりに当たっては、市民や
学識経験者等で構成する委員会を設置して検
討を重ね、パブリックコメント等による市民意見
も反映させながら策定を進めています。

行政経営
課

　歳入確保策は重要な課題であり、新行財政改
革プランの中で検討中です。

行政経営
課

　懇談会における回答と同じ。 財政課

13
　歳入を増やすための施策はあるの
か。税収増の視点も必要だと思う。

　現在考えている。例えば、今、神奈川にはイン
ベスト神奈川という企業誘致計画があるが、12
社参加を頂いている。法人市民税収入とともに
雇用の確保もできる。
　人口減を食い止め、大都市に近い秦野を魅力
あるまちにすることが人口増につながり、税収増
にもつながると考える。

11

　賛助金などの形で、出せる人が任意
で金銭的に事業に協力し、財源としてい
けるような制度は作れないか。このよう
なことも協働になるのではないか。

　まず市の無駄の削減が大切。事業仕分けなど
で無駄をなくしていきたい。
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14

　昨年、八沢地区に防犯灯がついた。
お礼を言いたい。まだ、電柱がなくてつ
かないところがある。通学路なので是非
つけてほしい。

　電気の供給が無いところについては、東京電
力に働きかけて調整中である。引き続きお願い
をして通電次第防犯灯を付けられるよう努力し
たい。

　電力供給区域の拡大に向けて東京電力と協
議します。

くらし安全
課

15
　農道について、側溝に溝蓋の無いとこ
ろがあり、車を駐車しているとすれ違い
できないほど狭い。見ていただきたい。

　現地を確認のうえ対応したい。 　質問者立会いの下、対応済みです。
森林づくり
課・農産
課
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